
 

 

 

 

 

 

 

 アルミニウムのＯＤＦ解析（ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ） 
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１．概要 

 アルミニウムＯ材、Ｈ材の測定「アルミニウム材料の測定とデータ補正」、「ＯＤＦ解析のための準備」 

   で用意したデータをＬａｂｏＴｅｘに続き、ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでの解析方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦの起動 

 標準的なインストールであれば、デスクトップにショートカットが存在しています。 

 解析は、ＯＤＦ解析、描画は等高線描画を持ちます。 

  

３．新しいデータの解析 

 上記    部に PFtoODF3で作成したファイルを指定 

 上記    部は、測定α軸の範囲 

 上記    部は、再計算する極点図を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．アルミニウム O材の ODF解析 

  

  

 作成されるファイル（C:¥ODF以下） 

   

 

 ＯＤＦ解析を行うと、上記ファイルは上書きされます。 

 このファイルを他の場所へＥｘｐｏｒｔすると、後からＩｎｐｏｒｔ出来る。 

解析が終わると結果が表示される。 



５．ＯＤＦ解析データのＥｘｐｏｒｔ 

 ＣＴＲパッケージソフトウエアのＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦＥｘｐｏｒｔＩｎｐｏｒｔでサポート 

 ODFPoleFigure2->TooKit->StandradODFTools->StandardODFExportInport 

   Export<->Inportの切り替え  ODFホルダ 

   

  Ｔａｒｇｅｔホルダは、Export先、Inportするホルダを指定、 

直前の作業ホルダを示しています。 

Ｔａｒｇｅｔのホルダを指定する。 

   

   

Ｃｏｐｙが可能

になります。 

 



  

 StandardODFの入力ファイルを削除を Copyと同時に行う指定 

 Ｃｏｐｙを行うとｃｏｐｙファイル数を表示する。 

  

 入力データのホルダに１２個のファイルがｃｏｐｙされています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 



６．等高線描画ソフトウエアＯＤＦＰＬＯＴによるＬＯＤＦ図の描画 

  

 方位密度は、StandardODFEXportInportソフトウエアでも表示します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＤＦ解析直後の計算結

果から方位密度の最大値

を入力します。 

 



 

 方位密度が２６．６１なので、等高線数を１３個で、間隔を２、指定 

 

 



７．再計算極点図を描画 

  

 

 

 

 

 

 



８．逆極点図の描画 

  

  

  



９．ＯＤＦ解析結果の評価 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦはＯＤＦ図を C:¥ODF¥ODF15に書き出されている。 

 このファイルを読み込み評価するソフトウエアをＣＴＲパッケージソフトウエアから 

 提供します。 

  

  

  

 

 

 

 

 

ODF15を選択 

Displayを行う 



  

 の状態で ODF図上の方位密度の高い部分をクリックすると 

 結晶方位図を表示 

 

 

 

 



  

 

  

  

 Fiber表示も可能 

メニューODFで方位密度の

リストを表示 



  


